
本研究では、多数の微細な空孔を含む3次元構造
物を作製します。このような構造物は多孔質（ポー
ラス）構造体と呼ばれ、スポンジのような働きを示
すことから、荷重や衝撃を吸収する緩衝材、電磁波
緩和材など、さまざまな応用が考えられます。特に、
人体を構築する骨や歯などの物質も、その内部への
体液循環が欠かせないためポーラス構造体であり、
優れた生体適合性をもつチタン材料に、骨誘導活
性を付与し、ポーラス構造体を作製することによっ
て、骨再生機能をもった人工骨や人工歯根などへの
適応が期待できます。

そこで本研究では、グリーンテープレーザ焼結法
やシート積層法を用いて、チタン材料から構成され
る3次元ポーラス機能構造体の創製を行います。

図１に、本研究で開発したグリーンテープレーザ

焼結法を示します。チタン粉末から作製したグリー
ンテープにレーザを集光照射すると、材料が局所
的に加熱・溶融され、照射した部位でのみポーラ
ス構造体が形成されます。その上から新しいグリー
ンテープを貼付し、同様に焼結させることで、任意
形状の3次元ポーラス構造体の作製が可能となりま
す。図2に作製したチタン製人工骨の様子を示しま
す。作製したポーラス構造体全体の大きさはミリ
メートルサイズで、走査型電子顕微鏡（SEM）に
より拡大観察すると、300～500μmの無数の微細空
孔の形成が確認できます。

一方、チタンシートにレーザを集光照射するとφ
0.2 mm程度の微細加工が行えることから、任意の
パターンにレーザ加工を行った厚さ0.2 mmのチタ
ンシートを各層として利用するシート積層法では、
より強靭な3次元多孔質構造体の作製も可能となり
ます。

図1　グリーンテープレーザ焼結法 図2　作製したチタン製人工骨
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本研究のグリーンテープレーザ焼結法やシート積層法は、チタン製人工骨等の多孔質体作
製技術として利用できます。また、固体酸化物形燃料電池電極膜形成技術への発展も期待で
きます。

本研究は、シート積層法を用いたチタン材料の多孔質構造体の形成メカニズムを解明し、

3 次元加工物の作製速度を向上させます。
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